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今月の俳句(町島口俳句大会入選作品より)

１月５日、町学習センターで平成２３年成人式が行われ、１９０人が大人の仲間入りをしました。

町長あいさつ　　　　　　Ｐ２～Ｐ３

まちの話題　　　　　　　Ｐ４～Ｐ６

教育委員会だより　　　　　　　Ｐ７

お知らせコーナー　　　　Ｐ８～Ｐ11

議会だより　　　　　　　Ｐ12～Ｐ22

戸籍の窓　　　　　　　　　　　Ｐ24

うっとぅぐわぬぅ　みいばま
ゆぅわぇ　ほおらぁんでぇ

「弟の初めての浜下りのお祝いは嬉しいね」

（小学校高学年の部入選：穐田　果子）

今月の主な内容



2

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
、
町
民

の
皆
様
、
郷
土
出
身
者
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
早
い
も
の
で
私
が
町
長
に
就

任
し
て
四
度
目
の
新
春
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
、
私
も
い
つ
に
も
ま
し
て
襟
を

正
し
身
を
引
き
締
め
て
新
年
を
迎
え
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は

こ
の
間
、
町
政
発
展
の
為
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
徳
之
島
島
民
に
と
っ
て
降

っ
て
湧
い
た
よ
う
な
、
ま
さ
に
青
天
の

霹
靂
と
も
言
う
べ
き
米
軍
基
地
移
設
問

題
で
始
ま
り
、
北
朝
鮮
の
韓
国
延
坪
島

砲
撃
事
件
、
国
内
で
は
口
蹄
疫
問
題
、

奄
美
豪
雨
災
害
等
、
国
内
外
と
も
に
一

昨
年
に
も
増
し
て
激
動
の
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
米
軍
普
天
間
基
地
移
設
問
題
に
お
い

て
は
、
移
設
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
上

が
り
、
そ
の
反
対
集
会
に
は
島
民
の
半

数
以
上
の
人
が
集
ま
り
、
あ
ら
た
め
て

「
島
に
基
地
は
い
ら
な
い
」
と
言
う
思

い
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。
今
後
と
も

こ
の
民
意
の
も
と
、
三
町
一
丸
と
な
っ

て
断
固
移
設
反
対
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
、
出
身
者
の
皆
様
方
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
困
難

が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
さ
に
「
徳
の

島
」
の
名
の
と
お
り
「
陰
徳
あ
れ
ば
陽

報
あ
り
」
の
故
事
の
如
く
、
徳
を
積
む

こ
と
で
必
ず
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
乗

り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
崎
県
に
お
い
て
発
生
し
た

口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
に
よ
り
セ
リ
市
や

闘
牛
大
会
・
諸
行
事
の
中
止
や
延
期
な

ど
で
畜
産
農
家
の
み
な
ら
ず
本
町
に
と

っ
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
に
は
奄
美
豪
雨
災
害
が
あ
り
徳
之

島
三
町
に
お
い
て
も
す
ぐ
に
復
旧
支
援

活
動
の
た
め
職
員
を
奄
美
へ
派
遣
し
ま

し
た
。
復
旧
も
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
災
害
に

強
い
環
境
整
備
を
願
う
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
わ
が
町
に
お
き
ま
し
て
、
昨

年
は
２
月
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
旬

華
」
を
今
年
３
月
の
新
幹
線
鹿
児
島
ル

ー
ト
全
線
開
通
に
向
け
て
一
足
先
に
天

文
館
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
後
、

島
へ
の
観
光
客
誘
致
・
人
的
交
流
の
拡

大
へ
大
き
な
足
が
か
り
に
な
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
３
月
定
例
議
会
に

お
い
て
は
「
徳
之
島
町
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
及
び
飼
養
動
物
等
の
ふ
ん
害
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
や
、
11
月
に
は

「
環
境
と
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

宣
言
」
を
行
う
な
ど
、
今
後
、
国
定
公

園
の
国
立
公
園
化
や
世
界
自
然
遺
産
登

録
へ
向
け
て
、
人
と
豊
か
な
自
然
が
共

存
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
17
日
に
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
通

水
式
、
11
月
25
日
に
は
「
ヘ
ル
シ
ー
ブ

ラ
ン
ド
事
業
」
の
一
環
で
あ
る
新
加
工

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
４
月
か

ら
は
徳
之
島
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
の
光
フ
ァ
ィ
バ
ー
が
つ
な
が
り
ま
す
。

情
報
網
の
整
備
に
よ
り
情
報
格
差
の
是

正
や
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出

に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
一

部
地
域
と
公
共
機
関
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
全
世
帯
を
対
象
に
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。
本
年
９
月
に
完
成
・
稼
動
予

定
の
新
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
地
元
の
素

材
（
野
菜
・
果
物
）
を
使
っ
た
加
工
品
・

特
産
品
の
開
発
・
製
造
を
行
い
島
内
は

も
と
よ
り
、
整
備
さ
れ
る
情
報
通
信
網

も
活
用
し
、
島
外
へ
も
大
き
く
販
路
拡

大
し
、
徳
之
島
町
の
農
業
の
活
性
化
と

地
域
産
業
の
活
性
化
・
雇
用
の
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
　
新
年
ご
あ
い
さ
つ 

ー
き
む
ぎ
ゅ
ら
さ
の
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
ー

高岡　秀規町長



3

　
ま
た
、
12
月
26
日
に
は
町
肉
用
牛
振

興
会
会
員
の
大
規
模
飼
養
農
家
12
人
が
、

飼
料
用
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
を
生
産
・
活

用
し
て
い
く
飼
料
生
産
供
給
組
織
「
き

ら
め
き
サ
ポ
ー
ト
想
」
を
設
立
、
こ
れ

は
飼
料
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
地
元

で
粗
飼
料
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
も
生
産
し
一

般
農
家
へ
も
供
給
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

も
の
で
、
今
後
の
事
業
の
発
展
と
農
業

振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
台
風
の
影
響
も
少
な
く
基
幹

作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
は
、
過
去
10

年
間
で
平
成
20
年
度
に
次
ぐ
２
番
目
に

多
い
生
産
量
で
、
生
産
農
家
の
皆
様
の

ご
苦
労
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
断
固
反
対
し
、
常
に
先

々
を
見
据
え
て
、
島
の
経
済
基
盤
で
あ

る
農
業
の
活
性
化
を
基
本
に
福
祉
・
観

光
の
振
興
策
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
昨
年
10
月
31
日
に
尼
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
関
西
徳
州
会
創
立
60
周
年
記
念
行

事
に
は
、
町
か
ら
１
０
０
名
以
上
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
出
身
者
の

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
熱
き
思
い
に
、
胸

が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
島
外

に
お
ら
れ
て
も
、
「
心
は
一
つ
」
と
実

感
し
、
出
身
者
と
共
々
に
「
自
分
達
の

町
は
、
自
分
達
で
作
り
上
げ
る
」
と
の

思
い
を
基
本
に
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を

乗
り
越
え
、
ま
た
先
祖
が
残
し
て
く
れ

た
す
ば
ら
し
い
自
然
と
き
む
ぎ
ゅ
ら
さ

の
心
（
き
れ
い
な
心
）
を
次
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
、
出
身
者
の
皆
様
方
の
力

強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
春
に
あ
た
り
本
年
が
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
益
々
ご
健
康
で
「
幸

多
き
年
」
に
な
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
秋
の
叙
勲
で
、
亀
津
の
中

島
武
志
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
（
地
方
自

治
功
労
）
の
栄
誉
に
輝
き
、
１
月
６
日
、

受
章
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
木
材
店
、
港
湾
荷
役

運
送
会
社
を
経
営
す
る
傍
ら
、
町
商
工

会
会
長
、
県
商
工
会
連
合
会
理
事
、
町

農
業
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
昭
和

53
年
か
ら
平
成
10
年
ま
で
は
徳
之
島
町

議
会
議
員
を
５
期
務
め
、
昭
和
61
年
か

ら
平
成
６
年
ま
で
町
議
会
議
長
も
務
め

る
な
ど
、
地
方
自
治
へ
の
多
大
な
る
業

績
を
認
め
ら
れ
て
の
叙
勲
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
12
月
１
日
付
け
で
井
之
川
の

徳
久
彦
二
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
（
教
育

功
労
）
に
輝
き
、
１
月
７
日
に
役
場
町

長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
徳
久
さ
ん
は
、
兼
久
小
学
校
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
「
永
年
に
わ
た
る
教
育
職

員
と
し
て
鹿
児
島
県
の
初
等
教
育
の
研

鑽
研
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
教

育
行
政
者
と
し
て
社
会
学
習
の
推
進
に

尽
力
し
た
」
業
績
を
認
め
ら
れ
て
の
叙

勲
と
な
り
ま
し
た
。

　
叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

徳
之
島
町
か
ら
２
人
が
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
く叙勲を受けた中島武志さん（写真上）と

徳久彦二さん（写真下）
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まちの話題

　
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
嵐
の
中
の

子
ど
も
た
ち
」
公
演
が
、
12
月
16
日
、
町

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
同
公
演
は
、
今
回
で
３
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
も
島
内
の
小
学
生
を
無
料
招
待
し

て
行
わ
れ
、
大
人
の
い
な
い
村
に
残
さ
れ

た
18
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
嵐
に
遭
遇
し

な
が
ら
も
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
ス

ト
ー
リ
ー
や
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
組
ま
れ
た

セ
ッ
ト
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
や
役
者
の

表
情
に
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
第
５
７
６
回
小
さ
な
親
切
実
行
章
」

の
伝
達
式
が
12
月
17
日
、
役
場
町
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
さ
な
親
切
運
動
は
、
「
で
き
る
親
切

は
み
ん
な
で
し
よ
う
。
そ
れ
が
社
会
の
習

慣
と
な
る
よ
う
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
７
個
人
と
７
団
体
へ
高
岡
町

長
よ
り
実
行
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
】
太
キ
ミ
・
保
井
悦
子
・
泰
良
和

義
・
泰
良
ト
モ
エ
・
福
田
吉
一
・
米
谷
義

一
・
吉
田
恵
美
子

【
団
体
】
花
徳
幼
稚
園
・
山
幼
稚
園
・
亀

津
東
区
女
性
連
・
エ
ブ
リ
ワ
ン
亀
津
南

店
・
西
川
運
輸
・
藤
田
印
刷
・
東
天
城
ク

リ
ニ
ッ
ク

　
成
人
の
日
よ
り
一
足
早
い
１
月
５
日
、

平
成
23
年
成
人
式
が
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
徳
之
島
町
で
成
人
を
迎
え
た
の
は

１
９
０
人
。
そ
の
う
ち
色
と
り
ど
り
の
着

物
や
袴
、
ス
ー
ツ
を
身
に
つ
け
た
新
成
人

１
６
０
人
が
出
席
し
、
成
人
と
し
て
の
晴

れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
秋
武
教
育
長
が
「
権
利
を
主

張
す
る
だ
け
で
な
く
、
義
務
を
果
た
す
大

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、
高
岡
町
長
、
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を

送
り
ま
し
た
。
続
い
て
徳
之
島
高
校
２
年

の
佐
多
彩
乃
さ
ん
が
新
成
人
に
向
け
て
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
最
後
に
新
成
人
を

代
表
し
て
、
尾
母
の
行
沢
み
な
み
さ
ん
が

「
島
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
を
持
っ
て

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
続
く
交
流
会
で
は
、
出
身
中
学
校
の
映

像
に
載
せ
て
中
学
卒
業
当
時
の
恩
師
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読
や
、
サ
ッ
ク
ス
演

奏
、
元
音
楽
部
員
ら
の
新
成
人
楽
団
に
よ

る
演
奏
等
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
夜
は
、
各
家
庭
で
祝
い
の
席
が
設
け
ら

れ
、
新
成
人
の
家
で
は
夜
遅
く
ま
で
、
賑

や
か
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

劇
団
四
季
が
や
っ
て
き
た本格的な舞台に大喜び

小
さ
な
親
切
実
行
章
伝
達
式

受章されたみなさんおめでとうございます

徳
之
島
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
　
平
成
23
年
成
人
式

劇
団
四
季
が
や
っ
て
き
た

小
さ
な
親
切
実
行
章
伝
達
式

徳
之
島
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
　
平
成
23
年
成
人
式



5

　
徳
之
島
町
消
防
団
（
栄
元
豊
団
長
、
１

５
８
人
）
の
平
成
23
年
出
初
式
が
、
１
月

６
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
８
時
に
、
手
々
か
ら
亀
津
ま
で
消
防

車
に
よ
る
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
た
後
、

10
時
か
ら
は
亀
津
小
学
校
吹
奏
楽
部
を
先

頭
に
、
町
消
防
団
員
や
母
間
少
年
少
女
消

防
ク
ラ
ブ
、
女
性
連
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら
に

よ
る
亀
津
市
中
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
亀
津
児
童
公
園
で
観
閲
式
、

大
瀬
川
で
放
水
演
習
が
行
わ
れ
、
川
の
両

岸
に
配
置
さ
れ
た
４
台
の
消
防
車
か
ら
一

斉
に
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
春
の
空
に
描
か
れ
た
放
水
の
ア
ー
チ

に
、
見
物
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
【
平
成
23
年
度
出
初
式
表
彰
者
】

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
は
担
当
分
団
名
）

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
（
功
績
賞
）

崎
田
広
光
（
南
区
）
／
崎
田
保
彦
（
中
区
）

／
武
島
道
司
（
母
間
）
／
宮
本
敏
吉
（
下

久
志
）
／
富
山
邦
夫
（
中
区
）
／
南
初
則

（
母
間
）
／
三
原
敏
郎
（
母
間
）
／
前
田

秀
雅
（
母
間
）
／
東
政
宏
（
井
之
川
）
／

松
雄
二
（
下
久
志
）
／
吉
村
浩
二
（
母
間
）

／
中
村
正
仁
（
花
徳
）
／
大
山
喜
也
（
神

嶺
）

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
（
精
績
賞
）

名
城
博
之
（
亀
徳
）
／
福
留
勇
（
山
）
／

植
田
勝
仁
（
北
区
）
／
中
村
博
仁
（
山
）

◎
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
（
10
年
勤
続
）

元
山
徹
（
神
嶺
）
／
古
田
正
仁
（
神
嶺
）

／
東
重
三
（
北
区
）
／
名
城
慎
吾
（
亀
徳
）

／
宝
田
久
光
（
母
間
）
／
豊
田
照
夫
（
花

徳
）
／
徳
重
一
郎
（
轟
木
）

まちの話題

　
徳
之
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
徳
之
島
の
未
来
、

世
界
遺
産
」
が
１
月
10
日
、
伊
仙
町
の
ほ

ー
ら
い
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
之
島
の
環
境
と
文
化
の
豊
か
さ
を
再

認
識
し
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
く

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
鹿
児
島
大
学
と
環

境
省
が
中
心
と
な
っ
て
主
催
し
た
も
の

で
、
人
間
文
化
研
究
機
構
理
事
の
石
上
英

一
氏
と
鹿
児
島
大
学
学
長
補
佐
の
小
野
寺

浩
氏
の
基
調
講
演
に
続
い
て
、
「
徳
之
島

と
は
何
か
」
「
徳
之
島
の
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
徳
之
島
の
将
来
に
つ

い
て
や
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
東
区
公
民
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が

12
月
11
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
日
頃
か

ら
同
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
学
志
村
塾

東
区
教
室
と
少
林
寺
流
練
心
館
の
子
ど
も

た
ち
が
、
東
区
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
行
っ
た
も
の
で
、
公
民
館
や
ラ
イ
オ
ン

ズ
公
園
周
辺
の
清
掃
に
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
よ
り
き
れ
い
に
な
っ

た
公
民
館
を
利
用
し
て
さ
ら
に
勉
強
に
稽

古
に
励
む
決
意
を
新
た
に
し
た
よ
う
で
し

た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

徳
之
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
活
動
　
平
成
23
年
出
初
式

会場はたくさんの人で埋め尽くされました

ボランティアに参加した子どもたち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
す

地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
活
動
　
平
成
23
年
出
初
式

徳
之
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
す
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　１月１３日，１４日に小学校５年生，中学校１，２年生を対象とした鹿児島県教育委員会が行う「基礎・基
本」定着度調査が本町小学校，中学校でも行われました。これは，県全体における定着度の状況を分析した上
で，分析結果をまとめ，今後の個に応じたきめ細かな指導方法の改善・充実に資することを目的として行われ
ているものです。
　その調査の結果，各教科の課題がはっきりしてきました。課題に基づいて，各教科・学年で身に付けてもら
いたい基礎的・基本的な事項について，重点問題とその解決方法の形式で構成したものが，県教育委員会が作
成した，鹿児島ベーシック（中学校向け）や鹿児島チャレンジ（小学校向け）です。
　これは，各教科の単元のまとめや確かめに利用できるほか，授業の補充・深化指導にも活用できます。また，
生徒自身が自学自習し，基礎的・基本的事項を確かめることもできるよう編集してあります。
　家庭学習としても活用できる問題集ですので是非御活用ください。
　鹿児島ベーシック・鹿児島チャレンジ（基礎・基本の問題と解説）ダウンロード先
　　http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku-bunka/school/teichaku/basic/index.html

　今回は，神嶺地区の学士村塾の様子をお伝えします。神嶺地区の塾長
は，中野利美塾長です。
　神嶺地区の特徴は，とにかく学士村に参加している児童や生徒が多い
ことです。中学生も含め，いつも３０～４０人ぐらい勉強していて，入
りきれないぐらいです。
　また，学校の先生方もいつもいらっしゃって，子どもたちの指導をし
ています。宿題だけでなく，自分でドリルなども持ってくる生徒も多く
自分で学習できる子どもが育ってきています。

　平成22年度は4月に1年生20名が入学し，全校生徒45名で特色ある教育活動を推進しています。

　井之川中学校では，外部団体との連携を教育活動の活性化に生かしています。今年５０周年を迎えますが，
皆様にご指導・ご鞭撻をいただきながら，さらなる発展を目指して教育活動を推進します。ご協力よろしくお
願いいたします。

１　ＮＩＥ実践協力校に加盟

　　ＮＩＥ（教育に新聞を）実践協力校に加盟した本校では，毎日全国紙・

　地方紙4社の新聞が配達されます。2学期からは設置した「ＮＩＥコーナ

　ー」には，新聞を熱心に読む生徒の姿が見られるようになりました。右の

　写真は，人権に関する記事を探し，感想をまとめる道徳の授業の様子。新

　聞を読むことで教養の育成と学力の向上を目指しています。

２　集団宿泊学習の実施

　　本年度から実施することになった1年生の集団宿泊学習。集団生活の過

　ごし方について学びました。この学習では，夕食・朝食づくりを通して食

　育の大切さを学び，午後9時からは「自主学習」に取り組み，学習習慣の

　育成をねらいとしました。また，ＪＲＣ（青少年赤十字）に関する学習や，

　非常炊きだし体験（右写真）を実施し，人道の精神や，国際的視野をもっ

　て行動する生徒の育成を行っています。

３　生徒会による募金活動

　　１２月末に行われた「歳末助け合い募金活動」に本校から１１名の生徒

　が参加しました（写真右）。ＪＲＣに加盟している本校生徒会は，ハイチ

　沖地震，パキスタン洪水，書き損じハガキ回収など，募金活動等のボラン

　ティア活動を活発に行っています。「今，自分たちにできることは何か。

　そう考えて行動しています。」と生徒会長の米田満宏さん。「気づき，考

　え，実行する」ＪＲＣの活動方針が生徒の心に養われつつあります。

教育委員会だより教育委員会だより

学力調査やテストを生かす（鹿児島ベーシック・チャレンジの活用）

がんばっています！学士村塾（神嶺地区）

井之川中学校の特色ある教育活動
徳之島町立井之川中学校
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　１２月１日付けで民生委員・児童委員が改選されました。今回は、２９

人の民生委員・児童委員と２人の主任児童委員が再任し、新たに４人の民

生委員・児童委員が新任しました。１２月３日には、町長より委嘱状が手

渡されました。

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣の委嘱を受け、社会奉仕の精神を

持って、常に住民の立場になって相談に応じ、必要な援助を行い、社会福

祉の増進に努めることを任務として配置されている民間の奉仕者です。

徳之島町民生委員・児童委員改選のお知らせ

◇◇ 民生委員・児童委員担当地区一覧 ◇◇

◇◇主任児童委員担当地区一覧◇◇

かしこい消費者になる講座（その７）

だまされないで！悪質商法 その３　「キャッチセールス」・「アポイントメントセールス」

●「キャッチセールス」・「アポイントメントセールス」とは？
　　・キャッチセールス

　　　街頭などで歩行者に声をかけて事務所や店舗などに誘い、商品の販売やサービスの計画を促す商法

　　　（例：アンケートだけのつもりが、エステ契約や化粧品を買わされてしまった．．．）

　　・アポイントメントセールス

　　　電話で呼び出されて話すうちに会員制クラブに勧誘したり、高額な商品を売り付けたりする商法

　　　（例：「当選しました」といった電話勧誘に呼び出され、高額な英会話教材を買わされてしまった...）

●「キャッチセールス」・「アポイントメントセールス」にだまされないためには
　　・誘われても簡単についていかない。

　　・きっぱり断る心の準備を

　　・「今だけのサービス」「当選特典」等に惑わされない。

担当地区

大原・白井

尾　母

南区・南原

中　区

北　区

東　区

亀　徳

徳和瀬

諸　田

氏　　名

澤　　　照　代

池　　　　　弘

新　田　武　男

富　山　静　子

福　田　美代子

永　蔵　弘　子

東　　　喜美子

重　岡　四　男

亀　澤　志保子

泉　　　よしえ

保　井　悦　子

福　田　すな子

眞　形　敦　子

麓　　　　　修

内　　　勝　利

奥　山　和　枝

川　畑　政　一

新任・再任

再

再

再

再

再

新

再

新

再

再

再

再

再

再

再

再

再

担当地区

神之嶺・井之川

下久志

池　間

反　川

大　当

花時名

前　川

新　村

上花徳

轟　木

港川・畦

内千川

山　里

金　見

手　々

氏　　名

中　野　利　美

松　本　久　子

米　山　正　弘

赤　崎　冨千郎

野　口　奎　子

利　　　節　子

貞　　　君　子

富　田　保　子

内　山　マサ子

南　郷　照　美

吉　山　秀　宗

永　峰　ト　ヨ

有　川　絹　代

兼　小　和　一

太　良　富　彦

村　山　佐ヱ明

新任・再任

再

再

再

再

再

再

再

再

再

再

再

再

新

再

再

新

担当地区

全地区

氏　　名

元田　悦代 再

担当地区

全地区

氏　　名

成岡　ひとみ 再

困った時は

すぐ相談
消費者ホットライン　　　　０５７０－０６４－３７０

徳之島町消費生活相談室　　８２－１１１１（内線３１１・２２２）
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　現在、徳之島町浄化センター（処理場）から亀津埋立地までの一部建築物が下水道へ接続できるよう

になっています。

　接続できる建築物は、宅地内に「公共ます」が設置してあります。各建築物の台所・風呂場・洗面

所・トイレの排水を「公共ます」に流す排水設備の工事費は個人負担となります。

　排水設備工事を行うときは、必ず町が指定した「指定工事店」へ申込みください。「指定工事店」で

は、町に提出する必要書類の作成、届出などの手続きを皆さんに代わって行います。

　大島郡町村監査委員表彰の伝達式

が12月28日、役場町長室で行われ

ました。

　表彰を受けたのは、井之川の横浜

健二さん。町監査委員としての永年

にわたる地方自治振興発展への貢献

が評価されての表彰となりました。

　表彰おめでとうございます。

公共下水道事業供用開始区域内に
貸家（アパート・店舗）等をお持ちの方へのお知らせ

■徳之島町下水道排水設備指定工事店一覧表 平成22年12月1日現在

大島郡町村監査委員表彰

指定工事店

㈱クワエ

㈲前田水道工事

㈲岸岡建設

㈱中央開発

㈲丸正建設

住　所

井之川2113-1

亀津7553

亀津2964-2

亀津7257

亀津3337-2

電話番号

83-1672

82-0308

83-1385

83-2544

83-1144

指定工事店

富山工業

明成工業

㈲住建設

久志設備

住　所

徳和瀬2099

亀津3162-1

亀津2883-1

亀津7761

電話番号

82-2277

83-2728

82-2342

82-2124

・排水設備工事費がどのくらいかかるか数社から見積りを取ってみましょう。
・どこの指定工事店に見積りを依頼するかは、個人の自由です。
・現在使用している浄化槽が合併槽か単独槽か、くみ取りトイレかで工事費が違います。
・工事が完了し使用が始まると、毎月下水道使用料が発生します。下水道使用料は、水道水を使用
　して汚水を排除する場合は、水道の使用量で算出します。
・下水道使用料は、使用料４０　までは水道料金と同額です。
・下水道使用料金を、建物の使用者と所有者どちらが支払うのか調整が必要です。
・下水道に接続したら、既存の浄化槽維持管理費を支払う必要がなくなります。
・下水道に接続したら、どれくらいの下水道使用料金になるか都市開発課に問い合わせたら試算い
　たします。

※効果促進事業により下水道への接続の排水設備工事費に補助金が交付される事になりましたの
で、この機会にご検討ください。

【下水道接続（加入）・排水設備工事費補助金の問い合わせは】
各指定工事店または徳之島町　都市開発課　　８２－１１１１（内線２５１）
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　計画変更及び土地改良区設立にあたっての関係農家の皆様の同意が必要となります。

つきましては、集落説明会を下記により開催いたしますので、ご出席いただきますようご案内申し上げます。

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない低所得の世帯に対して、支援を行っ
ています。対象となる世帯や支援内容は次のとおりです。

（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
　　[支援の対象]　まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護などの公的扶助を受けている世帯、
　　②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課税の世帯、③社会福祉施設に入所している世帯
　　のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯が対象です。
　　[支援の内容]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、対象世帯を訪問し
　　てチューナーの設置を行います。アンテナ改修等が必要な場合は無償で工事を行います。

（２）市町村民税非課税世帯への支援　
　　[支援の対象]　まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けて
　　いる世帯」が対象です。（※ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。）
　　[支援の内容]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付します。また、チュー
　　ナーの設置方法や操作方法を電話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行
　　いません。）

（３）申込方法等について
　　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付
　　してください。申込書は、インターネット・電話等で総務省 地デジチューナー支援実施センターから
　　お取り寄せください。身近な公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。

【問い合わせ先】
　　総務省　地デジチューナー支援実施センター　
　　ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援については　　０５７０－０３３８４０
　　市町村民税非課税世帯への支援については　　　　　　０５７０－０２３７２４

私たちのための土地改良区を誕生させよう！

～ 徳之島用水計画変更に伴う説明会開催のご案内 ～

地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について

国
営
徳
之
島
用
水
地
区
計
画
変
更

説
明
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月　　日 集　落　名 説　明　会　場

２月２１日（月） 南区 南区公民館

２月２２日（火） 中区 中区生活館

２月２４日（木） 北区 北区公民館

２月２５日（金） 東区 東区公民館

２月２８日（月） 尾母・大原・白井 尾母へき地保健福祉館

３月　１日（火） 亀徳 亀徳公民館

３月　３日（木） 池間 池間公民館

３月　４日（金） 前川・新村・轟木 前川生活館

３月　７日（月） 下久志 下久志青少年会館

３月　８日（火） 花時名 花時名公民館

３月１０日（木） 上花徳 上花徳研修館

３月１１日（金） 港川・畦・内千川・山里 山コミュニティセンター

３月１４日（月） 反川・大当 大当公民館

３月１５日（火） 手々 手々福祉館

３月１６日（水） 井之川・諸田・徳和瀬 井之川公民館

３月１７日（木） 金見 金見公民館

開始時間

１９時～

　※なお説明会終了後に同意書への署名、押印をお願いいたしますのでご本人の印鑑（シャチハタは使

用できません）をご用意願います。

【問い合わせ先】徳之島町役場　耕地課　　８２－１１１１　（内線２３３）
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徳之島町の現勢

面　積　　104.87ｋ㎡

人　口　　12,056人

（先月より10人増）

男　　　 　5,888人

女　　　 　6,168人

世帯数　　 5,440戸

平成23年1月1日現在

農政課だより

＜今後のさとうきびの生産者価格は＞

◎国が直接支払（交付金） ※糖度14.3度を超えるものの単価は、

　0.1度上がるごとに100円/トンアップ

　糖度13.1度下回る場合は0.1度下がるご

　とに100円/トンダウン

（16,320円/トン：糖度13.1～14.3の時）

◎糖業会社が支払（市場価格）

（5,972円/トン：糖度13.7の時）
※糖度が0.1度上がるごとに30円/トンアップ

　基準糖度内のさとうきびの手取り価格は　16,320円＋5,972円＝22,292円/トン　になり

昨年より906円アップしました。

【さとうきび生産者手取り額の推移】

（単位：トン当たりの円）

※原料糖度は13.7度で算出。2011年度は12月に決定

23/24年期の春植目標面積は３７５ha　株出面積で８７５haです
【問い合わせ先】徳之島町役場　農政課糖業係　?８２－１１１１（内線２４２）

２００６年度

２００７年度

２００８年度

２００９年度
２０１０年度

２０１１年度

①原材料代
（取引価格）

―

４，３８２

４，３０１

５，０６６

５，９７２

―

②甘味資源
作物交付金

―

１６，３２０

１６，３２０

１６，３２０

１６，３２０

１６，０００

③手取り額
①＋②

２０，４７０

２０，７０２

２０，６２１

２１，３８６

２２，２９２

―


